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コロナに対する不安・・・町民の声声

ここに注目 !

……P2、3
コロナ対策

高齢者にとって、
申請は難しい。
溝上惠子さん
（小樽郷）　　

現在、大学３年生。
これから就職活動

どうなるのかな・・・。
福田芽生さん（湯無田郷）

一
瞬
に
命
を
吹
き
込
む
。

No.151 令和２年８月号

波佐見高校 美術・工芸科３年
菊永 絢音
きくなが　　あやね

今月の
はさみの人 さん「コロナ対策」

ここに注
目！

No.151 令和２年８月号

農業で利益を
出すのは難しい。都
会での消費が戻らない
と今後の出荷に影響があ
り不安です。限定的な支
援に止まらず、幅広い
支援に期待します。
田中康彦さん
（田ノ頭郷）

家にいることが増えたから、
子ども達の体力面が心配。

富永浩子さん（井石郷）

▲ ホームページでも
見られます
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家 計 に 優 し い 波 佐 見 町家 計 に 優 し い 波 佐 見 町

　新型コロナ対策の一環として提案された、
温泉水デリバリーサービス事業費補助金を
めぐって活発な審議が行われた。
　本事業は、温泉水を町内の家庭等に運搬
販売する内容である。車両・ポンプ・取出
し口等の購入費用として 863,000 円が計上
されていたが、内容について不明瞭の部分

が多く一部の議員の理解が得られなかった。
　事業自体の否定ではなく、審議の論点は、
内容説明が不明瞭な事業に予算を付けるこ
とが、手続的に問題はないのかである。
　全員協議会での議論の結果、他のコロナ
対策予算が盛り込まれた補正予算全体の否
決を避け、この事業費を白紙に戻し採決さ
れた。
　行政側も、『制度の内容を決定した上で、
再度、補正予算の提案をさせていただきた
い。』と副町長からの説明があった。

小・中学校教材費免除

飲食店支援のため、テイク
アウト事業の導入支援

売上が減少した町内
事業者に一律20万円
支援金給付

売上が減少した農畜産
業者に最大20万円の
支援金給付

小・中学校給食費の１学期分減免

小・中学生に1人1台タブレット
端末整備

　5 月 7 日・8 日に受付を行っ
た申請分は、15 日に振込予定で
あり、今後もできるだけ早く対
応したい。

事業者向けの
緊急給付金は、迅速な
対応が求められるが
スケジュールは。

デリバリー
テイクアウト事業

とは？ 

　電話やネットで申込むと、配達業者
が注文者の自宅や事業所まで町内飲食
店の対応メニューを配達する仕組みで
ある。

補助教材

小・中学校
認定こども園
保育園などへの
消毒用品購入

　傷病手当金の支給や納付猶予制度を創設するなど、関係条例も改正
されました。

そ の 他 に も

上水道の基本料金を
３ケ月分全戸減免

未就学児に一律１万８千
円の支援金給付

条件が細かく
規定されているが、必要
な方に行きわたる制度
となっているか。

　7～10 月分を
徴収しない。

第1弾第2弾

手続きに問題あり
一般会計補正予算審議

ここに
注目

「コロ
ナ対策

」

「コロ
ナ対策

」

一般会計補正予算
（第2号）（第3号） １億9900万円追加一般会計補正予算２億2400万円追加

　今年度分の教材費は、自己負担分
が免除になりました。

答

答

答
答

答

デリバリー車両デリバリー車両

消毒用品

手数料 1回300円

6月定例会  議案審議6月定例会  議案審議

　各事業者の実情に即して影響
が想定される事業者に漏れがな
いような制度設計を行っている。

具体的な
実施方針は。

整備完了
はいつ頃か。

※写真はイメージです。実際の機種とは異なります。

年度内に調整したい。

議
員

議
員
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反対

反対

賛成

賛成

賛成

賛 否 討論
脇坂　正孝 議員
　利用者や、採算が見込めな
いカフェの設置を含む本契約
変更案には、懸念があり反対
する。

百武　辰美 議員
　建設工事において変更契約
は必ずあるものである。
　カフェの設置も公設民営が
適当と判断することから賛成
する。

三石　孝　議員
　変更内容について説明が不十
分で、議会軽視である。カフェ
は、テナント準備分まで予算計
上するのは過剰であり、行政の
無駄遣いには反対の意思表示を
すべきである。

尾上　和孝 議員
　主要鉄骨資材単価や数量の改
定、外壁資材の単価変更が主で
ある。新しい交流の場と位置付
けて重要視されており、東地区
活性化に対しても要と思ってお
り賛成する。

城後　光　議員
　工期の長期化および資材単価
の高騰を避けるためにも、早期
完成を望む。議会での質問にも
真摯に対応されており、当局の
誠意は十分に感じるため賛成す
る。

契約変更財産取得

歴史文化交流館（仮称）　
整備工事の内容変更

　既存建屋改修内容等新築等資材単価の
変更、カフェと無料 Wi-Fi 設備、庭園の
モチノキ伐採作業の追加など

1,536万400円を追加し、
2億7,292万400円に

伐採予定のモチノキ

第３分団ポンプ車購入に係る売買契約締結
取得予定価格 1896万8,700円

１者見積りに疑問

1 者見積りでは、公平性にかけるのでは。
普通免許で運転が可能なポンプ車の取り扱いについては、現状県内１事業者のみ
であり、見積り比較ができない状況と判断し、当該事業者に決定。

反対
脇坂　正孝 議員

　消防ポンプ車購入には賛成
だが、約 1,900 万円の契約が
１者見積りでは公平性に欠け、
不利な契約である。

導入予定の同型車両

追加工事
内容は妥当か?

業務用製氷機

※

写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
実
際
の
も
の
と
は
異
な
り
ま
す
。

・令和元年度一般会計補正予算
・令和元年度特別会計補正予算
　（国民健康保険、後期高齢者医療、
介護保険、公共下水道）
・令和 2年度一般会計補正予算（1号）
・条例（税、介護保険）

　一般会計（2号）

　国民健康保険、後期高齢者医療

　第 3分団消防ポンプ車購入

　一般会計（3号）

　特別会計（上水道、工業用水道）

税、国民健康保険、介護保険、町道
の構造の技術的基準を定める条例

歴史文化交流館（仮称）整備工事請
負契約変更

中央小学校学校施設長寿命化改修工
事（1工区）契約締結

・固定資産評価審査委員会委員の選任
（2名）
・農業委員会任命の規定における例外
事項の適用
・農業委員会委員の任命（12名）

臨
　
時
　
会

５
月

６
月

定
　
　
　
例
　
　
　
会

専決処分

条　　例

財産取得

令和2年度
補正予算

令和2年度
補正予算

条　　例

契　　約

人　　事

石

峰

　
実

堀

池

主

男

太

田

一

彦

川

田

保

則

尾

上

和

孝

中

尾

尊

行

百

武

辰

美

脇

坂

正

孝

北

村

清

美

三

石

　
孝

横

山

聖

代

城

後

　
光

福

田

勝

也

会議の

結　果

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○
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○
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○
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○

○

○
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○
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○
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○
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○
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○
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○○○○○○○○○○○○○

○

○

○

○

○

○

○

○

賛 否 表
◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。

Q
A

※
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多
く
の
方
か
ら
多
額
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
応
援
寄
附
金
を
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
る
。

　
返
礼
品
の
多
く
が
陶
磁
器
類

で
、
窯
業
振
興
に
も
大
い
に
貢

献
し
て
い
る
。

　
窯
業
振
興
の
た
め
に
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

こ
の
寄
附
金
を
活
用
し

て
、
窯
業
振
興
に
特
化

し
た
事
業
に
使
え
る
よ
う
な
仕

組
み
、
窯
業
振
興
基
金
を
設
け

る
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

こ
の
寄
附
金
に
対
す
る

返
礼
品
と
し
て
８
割
以

上
の
割
合
で
陶
磁
器
類
が
選
ば

れ
て
お
り
、
本
町
の
窯
業
振
興

に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。
基

金
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に

財
産
を
維
持
し
、
資
金
を
積
立

て
、
ま
た
は
、
定
額
の
資
金
を

運
用
す
る
た
め
に
設
け
る
も
の

で
あ
る
。

　
教
育
施
設
整
備
基
金
や
庁
舎

建
設
基
金
な
ど
は
、
将
来
的
に

大
き
な
支
出
が
見
込
ま
れ
る
事

業
な
ど
の
た
め
に
設
置
し
て
い

る
。
窯
業
振
興
の
た
め
に
施
設

整
備
な
ど
、
大
き
な
支
出
は
現

時
点
で
予
定
し
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
応

援
基
金
だ
け
で
な
く
、
既
存
の

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
も
窯
業
振

興
の
た
め
に
活
用
で
き
る
こ
と

か
ら
、
新
た
な
基
金
の
創
設
ま

で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
歴
史
文
化
交
流
館
（
仮
称
）

は
、
来
春
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
教

育
委
員
会
分
室
機
能
と
、
歴
史

文
化
を
町
内
外
の
来
訪
者
に
案

内
し
、
人
々
の
交
流
を
図
る
施

設
で
あ
る
。

内
装
や
入
口
の
庭
園
部

な
ど
町
民
が
親
し
み
を

持
て
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

か
。

既
存
の
建
物
を
生
か
し

た
も
の
と
な
る
が
、
な

る
べ
く
明
る
い
色
合
い
で
の
施

工
を
行
っ
て
い
る
。

　
庭
園
部
は
、
芝
生
広
場
の
イ

メ
ー
ジ
で
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
よ
う
に
配
慮
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
学
習
環
境
に
影
響

が
出
て
い
る
。
支
援
策
と
し
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
１
人
１
台
の

配
布
を
行
う
べ
く
予
算
が
立
て

ら
れ
、
環
境
整
備
も
進
め
ら
れ

て
い
る
。タ

ブ
レ
ッ
ト
の
配
布

後
、
在
宅
授
業
を
行
う

た
め
に
、
家
庭
で
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
整
備
へ
の
支
援

を
。

現
在
、
小
・
中
学
生
世

帯
に
対
し
、
家
庭
で
の

ネ
ッ
ト
環
境
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

支
援
策
な
ど
を
検
討
し
て
い

く
。

議員

町長

新たな基金は考えて
いない。

気軽に入れる施設に

窯業に関する基金の創設は新交流館はどんな
雰囲気か

百武　辰美 議員城後　光 議員

　産地の住民として、
窯業振興に何ができる
か。コロナ対策を考え
る中で、最大の課題だ
と感じました。

教育長

議員教育長

工事中の歴史文化交流館玄関ホール

くらわんか館に並ぶ波佐見焼
（写真 上・下）

一般質問

※6月定例会会議録は、8月下旬ごろ町ホームページへ掲載します。
　http://www.town.hasami.lg.jp

一般質問 とは…
　町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点を
ただし、自己の意見や政策を述べるものです。
　質問権は、町の重要な意思を決定し、住民に代
わって行財政の運営を監視する機能をもつ議会の
構成員である議員に与えられている固有の権利で
す。

コロナ対策で
アクリル板を設置

議員

つ やき
ぶつ やき
ぶ

　歴史文化交流館は、
まだまだ不明な点が多
い。
　更なる情報公開を求
めたい。

つ やき
ぶつ やき
ぶ

町長教育長
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本
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支

援
金
の
財
源
に
つ
い
て
　
　

支
援
金
の
原
資
は
何
か
。

地
方
交
付
税
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
応
援
基
金
、

ま
た
、
繰
越
金
で
あ
る
。
　
　

本
町
の
支
援
策
は
適
切

と
思
わ
れ
る
が
、
町
民

及
び
他
市
町
村
の
評
価
は
。

本
町
は
当
初
よ
り
、
全

事
業
者
を
対
象
と
し
、

売
り
上
げ
減
少
率
を
20
％
以
上

と
し
た
。
多
く
の
事
業
者
を
救

済
す
る
事
が
で
き
た
。
町
民
や
、

他
の
市
町
か
ら
も
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。

災
害
対
策今

も
雨
量
計
は
役
場
屋

上
に
設
置
し
て
あ
る
か
。

ま
た
河
川
の
増
水
状
況
は
ネ
ッ

ト
上
で
随
時
観
察
で
き
る
か
。

設
置
し
て
い
る
。
増
水
状

況
は
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ｓ
Ｓ
／
長

崎
県
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
で
閲

覧
可
能
。

　
特
に
児
童
が
下
校
す
る
時
、

分
散
で
一
人
の
時
が
多
く
見
ら

れ
る
。

不
審
者
へ
の
対
策
は
ど

う
指
導
し
て
い
る
の
か
。

 「
見
せ
る
防
犯
」で
対
処

し
、
警
察
を
交
え
て
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
」
へ
の
指
導
と
児
童

へ
の
周
知
は
。
　

学
校
、  

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表

で
家
を
訪
問
し
て
、安
全

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
指
導
し
て
い

る
。児
童
へ
も
周
知
し
て
い
る
。

　
全
世
界
を
震
撼
さ
せ
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る

が
、
日
本
で
も
多
数
の
感
染
者

と
死
亡
者
が
発
生
し
て
い
る
。

感
染
防
止
の
た
め
「
３
密
を
避

け
る
」「
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
」「
休
業
要
請
」
な
ど
行
わ

れ
て
き
た
。

　
一
方
で
、
経
済
の
低
下
や
、

学
校
の
休
校
な
ど
生
活
に
様
々

な
影
響
が
あ
る
。

小
中
学
校
に
お
い
て
、

２
度
に
わ
た
り
休
校
と

な
っ
た
が
事
件
事
故
な
ど
無
か

っ
た
か
。

　
ま
た
、
学
力
や
体
力
の
低
下

が
危
惧
さ
れ
る
が
ど
う
か
。

保
護
者
の
協
力
や
地
域

の
方
々
の
見
守
り
で
事

件
事
故
の
発
生
は
な
か
っ
た
。

学
習
面
で
は
、
１
学
期
の
授
業

を
７
月
31
日
ま
で
行
う
。
学
力

を
把
握
し
、
学
習
全
体
の
早
期

の
挽
回
に
努
め
る
。
体
力
面
も
、

中
学
校
の
部
活
動
な
ど
順
次
再

開
さ
れ
て
お
り
、
回
復
も
進
む

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

波
佐
見
町
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
「
緊

急
経
営
支
援
給
付
金
制
度
」
の

受
付
及
び
給
付
状
況
は
ど
う
か
。

６
月
９
日
現
在
の
受
付

件
数
は
４
９
２
件
で
、

交
付
決
定
済
額
は
４
５
９
件
の

９
１
８
０
万
円
で
あ
る
。

第
３
弾
の
支
援
策
の
考

え
は
。

コ
ロ
ナ
の
第
２
波
な
ど

情
勢
を
見
極
め
な
が
ら
、

国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
、
必

要
に
応
じ
て
様
々
な
支
援
を
考

え
て
い
き
た
い
。

議員

議員

議員

議員議員

町長

高い評価を得ている 事故防止の上で必要必要に応じて考える

支援金の町民の評価は 暗渠化し安全確保を第3弾の支援策の
考えは

北村　清美 議員

　
農
業
機
械
の
使
用
上
危
険
を

伴
う
施
設
改
善
と
安
全
確
保
が

必
要
で
あ
る
。

県
道
沿
い
の
岳
辺
田
地

区
圃
場
は
多
く
の
車
両

が
往
来
す
る
。
そ
の
中
で
の
農

作
業
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

町
は
把
握
し
て
い
る
か
。

農
業
機
械
等
を
県
道
か

ら
直
接
圃
場
に
乗
り
入

れ
る
こ
と
か
ら
一
般
車
両
と
の

事
故
を
懸
念
し
て
い
る
。

事
故
防
止
と
安
全
確
保

の
た
め
、
圃
場
の
中
間

部
の
排
水
路
を
暗
渠
化
し
、
作

業
路
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

排
水
部
を
作
業
路
と
し

て
利
用
す
る
場
合
、
コ

ル
ゲ
ー
ト
管
の
工
法
が
最
善
だ

が
、
工
事
費
が
数
千
万
円
の
規

模
に
な
る
。
事
故
未
然
防
止
と

安
全
確
保
の
面
か
ら
調
査
研
究

し
、
地
元
と
も
協
議
を
行
う
。

　
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
の
中

で
、
農
作
業
の
負
担
軽
減
を
図

る
こ
と
が
必
要
。

一
連
の
農
作
業
で
機
械

化
も
で
き
ず
、
作
業
時

間
を
要
し
重
労
働
と
思
う
が
ど

う
か
。

畦
畔
や
法
面
の
除
草
作

業
は
深
刻
で
多
く
の
労

力
を
要
し
、
重
労
働
感
が
増
し

て
い
る
。畦

畔
や
法
面
の
作
業
は

危
険
で
き
つ
い
た
め
、

セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
（
む
か

で
芝
）
を
植
栽
す
る
実
証
実
験

を
実
施
し
て
労
力
軽
減
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス

は
、
雑
草
抑
制
と
草
刈

作
業
の
軽
減
に
有
効
で
あ
る
。

　
実
証
実
験
等
の
調
査
や
普
及

の
研
究
を
進
め
る
。

議員議員

町長町長

町長町長町長

教育長

教育長

石峰 　実 議員福田　勝也 議員

　町長は、もっと自信を
持って答弁したらいいの
に。一瀬町政の集大成だ
から。相変わらず控えめ
ですね。

　本町の基盤産業の持続化のため、早期の第 3 弾の支援策を期待したい。

　高齢化、担い手不足す
る農業経営の中で、農作
業の負担軽減と安全確保
は重要だ。農業の維持・
存続のための施策推進を
望む。

教育長

議員

町長

議員議員議員

役場屋上に設置している雨量計
（左：町　右：県）

町長町長

暗渠化が望まれる排水路

つ やき
ぶつ やき
ぶ

ナ
ッ
ク
ス

つ やき
ぶつ やき
ぶ

つ やき
ぶつ やき
ぶ

議員

再開された部活動

法面に植栽された
むかで芝

こども110番の家の目印

町長町長町長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

本
町
の
産
業
や
経
済
を
始
め
多

方
面
に
影
響
が
出
て
い
る
。

本
町
の
経
済
低
迷
を
回

復
す
る
た
め
に
は
、
消

費
拡
大
策
が
必
要
。
町
民
向
け

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

発
行
は
で
き
な
い
か
。

様
々
な
支
援
策
が
考
え

ら
れ
る
が
、
消
費
喚
起

対
策
と
し
て
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
も
有
効
な
対
策
の
一

つ
と
思
う
。
実
施
に
向
け
て
ベ

ス
ト
な
手
法
、
時
期
を
研
究
・

検
討
し
、
し
か
る
べ
き
時
期
に

実
施
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
。

　
歴
史
文
化
交
流
館
（
仮
称
）

に
カ
フ
ェ
設
置
の
計
画
が
あ

る
。
　

カ
フ
ェ
設
置
の
目
的
は
。

来
館
者
が
休
息
し
、
憩

い
の
場
と
な
り
、
交
流

で
き
る
場
を
望
む
声
が
高
い
。

年
間
の
入
館
者
、
カ
フ

ェ
の
利
用
見
込
み
者
は

何
人
か
。入

館
者
は
、
年
間
２
万

人
、
１
日
当
た
り
平
均

63
人
。
カ
フ
ェ
利
用
者
は
、
１

日
当
た
り
６
人
か
ら
13
人
を
想

定
し
て
い
る
。

テ
ナ
ン
ト
予
定
者
と
の

協
議
等
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。公

募
で
１
件
の
応
募
が

あ
っ
た
。
応
募
者
と
面

接
し
、
内
定
通
知
を
行
い
、
共

通
認
識
を
図
っ
て
い
る
。

自
動
販
売
機
を
設
置
し
、

喫
茶
の
場
と
で
き
な
い

か
。

カ
フ
ェ
は
交
流
の
大
き

な
柱
で
あ
る
。
自
動
販

売
機
で
は
相
乗
効
果
も
薄
ま

る
。

テ
ナ
ン
ト
予
定
者
と
の

協
議
等
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。公

募
で
１
件
の
応
募
が

あ
っ
た
。
応
募
者
と
面

接
し
、
内
定
通
知
を
行
い
、
共

通
認
識
を
図
っ
て
い
る
。

自
動
販
売
機
を
設
置
し
、

喫
茶
の
場
と
で
き
な
い

か
。

カ
フ
ェ
は
交
流
の
大
き

な
柱
で
あ
る
。
自
動
販

売
機
で
は
相
乗
効
果
も
薄
ま

る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡

大
・
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
行

動
自
粛
で
経
済
の
落
ち
込
み
は

計
り
知
れ
な
い
。
　

緊
急
経
営
支
援
給
付
金

制
度
（
20
万
円
）は
、
町

内
外
と
も
に
評
価
が
高
い
が
、

ど
ん
な
に
良
い
制
度
も
使
わ
れ

な
け
れ
ば
、
意
味
が
な
い
。
現

在
の
給
付
状
況
は
ど
う
か
。

６
月
９
日
現
在
、
交
付

決
定
済
み
は
４
５
９
件

の
９
１
８
０
万
円
で
あ
る
。

給
付
の
趣
旨
が
、
売
上

補
填
や
見
舞
金
の
意
味

合
い
な
ら
ば
、「
町
税
等
の
完

納
」
の
要
件
を
抹
消
し
た
ら
ど

う
か
。

抹
消
は
出
来
な
い
が
、

事
業
者
は
滞
納
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に

疲
弊
し
て
い
る
。
支
給
決
定
に

は
柔
軟
な
対
応
を
行
う
。

国
の
持
続
化
給
付
金
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
あ

り
、
不
慣
れ
な
事
業
者
も
多
い
。

役
場
で
手
続
き
支
援
が
出
来
な

い
か
。

佐
世
保
市
と
有
田
町
に

あ
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
を
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
商
工
会
も
会
員
に
限
ら
ず
、

支
援
態
勢
を
整
え
て
い
る
。

　
各
種
組
合
に
も
呼
び
掛
け
、

役
場
も
相
談
が
あ
れ
ば
対
応
す

る
。

町
長
が
推
し
進
め
る
観

光
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
考
え
て
い
る
の
か
。

窯
業
・
農
業
・
観
光
は

一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て

い
く
。

議員

議員

議員議員

議員

町長

教育長議員教育長

実施に向け、
研究・検討したい

令和５年４月の予定大所高所から取り組む

プレミアム付き商品券で
経済回復を

新庁舎の業務開始はコロナ対策は大胆に

脇坂　正孝 議員

　
新
庁
舎
建
設

完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

次
の
と
お
り
予
定
し
て

い
る
。

町
民
の
意
見
を
ど
の
よ

う
に
聞
か
れ
る
の
か
。

町
政
報
告
会
を
３
会
場

で
予
定
し
て
い
る
。
日

程
は
８
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で

い
ず
れ
も
19
時
半
か
ら
を
予
定
。

並
行
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
で
町
民
の
意
見
を
聴
取
し
て

い
き
た
い
。

新
庁
舎
の
外
観
は
ガ
ラ

ス
張
り
に
な
る
の
か
。

明
る
さ
を
確
保
し
な
が

ら
、
外
気
熱
を
遮
断
す

る
ガ
ラ
ス
を
採
用
す
る
予
定
。

庇
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
日
射
を
抑

制
し
、
相
乗
効
果
を
図
る
。

玄
関
の
出
入
口
の
自
動

ド
ア
は
、
な
る
べ
く
小

さ
く
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
か
。

費
用
や
利
便
性
を
考
慮

し
、
適
正
な
大
き
さ
の

出
入
口
を
検
討
し
て
い
る
。

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
設
備

を
玄
関
付
近
に
設
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

常
設
は
考
え
て
い
な
い
。

後
付
け
で
設
置
で
き
る

除
菌
ゲ
ー
ト
な
ど
を
想
定
し
な

が
ら
、
来
庁
者
、
職
員
の
出
入

口
を
計
画
し
た
い
。

議員

議員

町長

町長

太田　一彦 議員三石 　孝 議員

　カフェ利用者は多くを
望めず、採算も疑問であ
る。答弁を聞いてもその
思いは変わらない。提案
中の契約変更案には反対
する。

『持続化給付金を貰い
たいけど手続きが・・』
と何度も耳にした。今
こそ町民に寄り添った
行政が必要。答弁から
全く伝わって来ない。

　新庁舎建設は町民のた
めにあることを念頭にお
いて、本町にとって身の
丈に合った、波佐見焼を
充分に活用しコンパクト
な建物を望む。

議員

議員

議員

議員

議員

持続化給付金申請に使われるパソコン

町長

町長

町長町長

工事中の歴史文化交流館

教育長

議員教育長 つ やき
ぶつ やき
ぶ

つ やき
ぶつ やき
ぶ

つ やき
ぶつ やき
ぶ

町長

町長町長

新庁舎イメージ図

建設スケジュール（案）

令和2年4月～8月

令和2年9月～3年6月

令和3年4月～6月

令和3年8月～5年3月

令和5年4月

基　本　設　計

実　施　設　計

敷　地　造　成

建　設　工　事

新庁舎での業務開始

年　月 内　容

ひ
さ
し

町長町長町長



高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
は

（
平
成
30
年
９
月
定
例
会
）

問　
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
無
料

化
は
で
き
な

い
か
。

　
平
成
31
年
４
月
診
療
分

か
ら
子
ど
も
福
祉
医
療
制

度
（
医
療
費
の
一
部
助
成
）

の
対
象
を
高
校
生
ま
で
拡

大
し
た
。

回答

一
部
実
施

公
共
施
設
にW

i-Fi

設
備
を

（
平
成
30
年
12
月
定
例
会
）

問　
役
場
、
総
合

文
化
会
館
に

W
i-Fi

環
境
を

整
備
で
き
な
い

か
。

　
整
備
す
る
エ
リ
ア
を
限

定
し
、
設
置
し
た
い
。

　
総
合
文
化
会
館
に
つ
い

て
は
、
図
書
館
で
の
整
備

を
検
討
し
て
い
る
。
役
場

本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
新

庁
舎
を
建
設
す
る
際
に
検

討
し
た
い
。

回答

検
討
中
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追跡レ  ポート追跡レ  ポート
―あの質問は　どうなったの？―

町
公
共
施
設
の
電
気
供
給
契
約
の

見
直
し
を

（
平
成
29
年
３
月
定
例
会
）

問

　
電
力
自

由
化
で
、

電
気
供
給
が
選

択
可
能
と
な
っ

た
。
契
約
見
直

し
は
で
き
な
い

か
。

　
入
札
に
よ
り
、
新
規
電

力
会
社
に
契
約
を
変
更
し

た
。
総
合
文
化
会
館
で
は
、

令
和
元
年
度
に
お
い
て
年

間
約
１
６
０
万
円
の
減
額

と
な
り
、
大
規
模
施
設
で

効
果
が
大
き
い
。

回答

実
施
済

児
童
生
徒
に
も
現
物
支
給
を

（
令
和
元
年
９
月
定
例
会
）

問

　
子
ど
も

福
祉
医
療

制
度
に
つ
い
て
、

小
学
生
か
ら
償
還

払
い
の
た
め
、
全

て
の
対
象
者
を
現

物
支
給
す
る
よ
う

で
き
な
い
か
。

　
協
議
し
た
が
、
小
学
生
以

上
は
医
療
費
一
部
助
成
に
つ

い
て
県
の
補
助
が
な
い
。
町

の
財
政
力
に
左
右
さ
れ
、
県

内
の
足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
い

た
め
、
現
段
階
で
の
現
物
支

給
は
で
き
な
い
。

回答

実
施
不
可

切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
を

（
平
成
29
年
６
月
定
例
会
）

問

妊
娠
期
か
ら
子
育
て

に
つ
い
て
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
令
和
２
年
４
月
、
役
場
内
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
妊
娠
の
届
出
等
の
機

会
に
得
た
情
報
を
元
に
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

回答

実
施
済

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
が

で
き
な
い
か

（
平
成
29
年
３
月
定
例
会
）

問

　
子
育
て

援
助
を
や

り
た
い
人
と
、
受

け
た
い
人
を
繋
ぐ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

開
設
が
で
き
な
い

か
。

　
需
要
は
少
な
い
も
の
の
、

佐
世
保
市
に
支
援
を
依
頼

し
、
東
彼
三
町
で
の

事
業
実
施
の
可
能

性
を
検
討
し
て

い
る
。

回答

検
討
中

岩
峠
駐
車
場
の
有
料
化
は

（
平
成
30
年
12
月
定
例
会
）

問

　

　
岩
峠
駐
車
場

を
有
料
化
で
き

な
い
か
。

　
令
和
２
年
１
月
15
日
か

ら
有
料
化
し
た
。

　
最
初
の
１
時
間

無
料
。
以
降
、
24

時
間
毎
に
３
０
０

円
。

回答

実
施
済

交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て

（
令
和
元
年
12
月
定
例
会
）

問

　

　
タ
ク
シ
ー
利

用
券
の
交
付
は

で
き
な
い
か
。

　
現
在
、
関
係
各
課
と
の
協

議
を
３
月
と
６
月
の
２
回
実

施
し
た
。
令
和
２
年
度
中
の

制
度
づ
く
り
の
た
め
、
具
体

的
内
容
の
協
議
に
入
っ
て
い

る
。

回答

検
討
中

河
川
立
木
の
伐
採
を

（
平
成
30
年
６
月
定
例
会
）

問

　
川
棚
川
及

び
そ
の
支
流

河
川
に
は
、
立
木
が

無
数
に
繁
茂
、
土
砂

の
堆
積
も
膨
大
で
あ

る
。
早
急
に
工
事
が

必
要
で
は
。

　
県
河
川
の
た
め
、
事
業

主
体
は
県
で
あ
る
。
県
に

浚
渫
、
伐
採
を
要
望
し
、

現
地
視
察
の
案
内
も
行
っ

て
い
る
が
、
他
市
町
か
ら

も
同
様
の
要
望
が
あ
り
、

十
分
に
対
応
で
き
て
い
な

い
。
今
年
度
、
浚
渫
、
伐

採
工
事
を
一
部
で
実
施
す

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

回答

一
部
実
施

　各定例会において、議員はそれ ぞれの問題意識のもと、町政に対
する一般質問を行っています。そ の場で答弁がなされますが、未解
決の事象については、挙げられた 課題や要望を踏まえ、担当課など
で内容検討されています。
　こちらのコーナーでは、一般 質問後、どのような対応が行わ
れたのか、過去の質問をピッ クアップして、その後の対応
状況についてお知らせしま す。
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4年

間を
振り返って

 
　
　
　
　
　　　　　　　　

議員 14 人、 それぞれの
考えはあります が、“町の発展”
のために、町民皆 さまの声を届け
るべく活動をして 参りました。
任期を振り返り、 各議員の現在の
思いをお聞き ください。

中尾 尊行 議員中尾 尊行 議員

辛苦に遭逢するは
一経に起る

長崎新聞社より講師を招き研修会を開催

  
「
は
さ
み
議
会
だ
よ
り
」
広
報
編

集
委
員
と
し
て
、
足
掛
け
四
年
、

読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
編

集
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
厳
し

い
評
価
を
頂
く
こ
と
も
あ
れ
ば
「
議
会
だ
よ
り
を
見

る
の
が
楽
し
み
」
と
言
う
方
も
多
く
お
ら
れ
、
大
変

嬉
し
く
思
い
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
は
紙
面
構
成
を
一
か
ら
見
直
し
、
表

紙
以
外
は
全
面
的
に
刷
新
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
至
っ
た
経
緯
の
発
端
は
、
昨
年
二
月

号
に
成
人
式
の
企
画
を
し
、
五
月
号
の
表
紙
を
波
佐

見
高
校
に
依
頼
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
年

一
月
、
福
岡
県
大
刀
洗
町
議
会
か
ら
、
研
修
の
た
め

来
町
さ
れ
、
一
定
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
優
秀
賞
「
議
会
広
報
誌
」
を
取
り
寄
せ
、

研
究
し
、
と
こ
と
ん
議
論
し
ま
し
た
。
我
々
も
三
年

後
に
は
最
優
秀
賞
を

目
指
そ
う
と
の
気
運

が
盛
り
上
が
り
、
本

号
を
発
刊
致
し
ま
し

た
。

　
す
べ
て
の
人
に
一

日
も
早
く
新
し
い
日

常
が
習
慣
づ
け
ら
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

編
集後記

【№149　令和 2年 2月号】
3 ページ
「波佐見町課設置条例の一部を改正する
条例」について、住民福祉課の業務内容
に、「社会福祉」が漏れていました。

【№150　令和 2年 5月号】
12 ページ
脇坂正孝議員の一般質問の町長答弁につ
いて、「公益化」と記載していましたが、
「広域化」の誤りです。

※発行済の広報内容の一部に誤りが
　ありましたので、訂正し、お詫び
　いたします。

石峰　実 副議長石峰　実 副議長

日々、議会活動の
ことばかり。
気苦労多き
良き思い出だった。

太田 一彦 議員太田 一彦 議員

波佐見町・波佐見
焼が少しでも
良くなるよう
努めて参りました。

堀池 主男 議員堀池 主男 議員

町民の代弁者として
発言と行動。
議案等に対し
意見や賛否が
十分できた。

川田 保則 議員川田 保則 議員

個性豊かで活気
ある議会活動が
展開され
今後が大変
楽しみです。

尾上 和孝 議員尾上 和孝 議員

多くの方に支えて
頂きながら
皆さんの声に
応える事が
出来なかった。

百武 辰美 議員百武 辰美 議員

変えるべきもの
は何か。
考え続けた
４年でした。

脇坂 正孝 議員脇坂 正孝 議員

多くの皆様との
出会いと
貴重な経験が
できたことに
感謝です。

北村 清美 議員北村 清美 議員

日々、二歩前進
一歩後退。
然しながら
光陰矢の如し。

横山 聖代 議員横山 聖代 議員

人の心に
寄り添った
議員でありたいと
思えた４年間
でした。

三石　孝 議員三石　孝 議員

町民の要望
実現に向け
役場の交渉・一般
質問等、東奔西走
の４年間でした。

福田 勝也 議員福田 勝也 議員

新人議員として
勉強といろんな
経験、体験をした
２年間でした。

城後　光 議員城後　光 議員

子育て支援
ＩＴ化推進、産業
創出、まだまだ
課題山積です。

の声
　傍聴席が空いているので、マ
スクは不要では。また、マスク
は発言する時や咳が出ている時
だけで良いのでは。

6月定例会では10名の方に傍聴いただきました

　今回は新型コロナ対策として、議場内の傍
聴席は８名と限定しました。入室できなかっ
た方には、別室にテレビモニターを設置し、
３密防止対策を講じた上で、視聴いただきま
した。

今井 泰照 議長今井 泰照 議長

議長として
いろんな人と出会い
多くを学ばせて
頂きました。

北
村
清
美
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コロナに対する不安・・・町民の声声

ここに注目 !

……P2、3
コロナ対策

高齢者にとって、
申請は難しい。
溝上惠子さん
（小樽郷）　　

現在、大学３年生。
これから就職活動

どうなるのかな・・・。
福田芽生さん（湯無田郷）

一
瞬
に
命
を
吹
き
込
む
。

No.151 令和２年８月号

波佐見高校 美術・工芸科３年
菊永 絢音
きくなが　　あやね

今月の
はさみの人 さん「コロナ対策」

ここに注
目！

No.151 令和２年８月号

農業で利益を
出すのは難しい。都
会での消費が戻らない
と今後の出荷に影響があ
り不安です。限定的な支
援に止まらず、幅広い
支援に期待します。
田中康彦さん
（田ノ頭郷）

家にいることが増えたから、
子ども達の体力面が心配。

富永浩子さん（井石郷）

▲ ホームページでも
見られます




